


　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
行
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
新
生
「
東
吾
妻
中

学
校
」
を
開
校
し
、
活
気
あ
る
中

学
校
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
部
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、

少
年
の
主
張
や
英
語
ス
ピ
ー
チ
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
も

多
く
の
生
徒
が
優
秀
賞
に
入
選
し

て
お
り
、
今
後
も
文
武
両
道
に
切

磋
琢
磨
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

上
信
自
動
車
道
建
設
事
業
で

は
、
管
内
全
区
間
が
整
備
区
間
と

な
り
、
町
内
各
地
で
測
量
や
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
に
６
イ

ン
タ
ー
が
予
定
さ
れ
、
利
便
性
が

向
上
す
る
こ
と
で
企
業
誘
致
な
ど

町
の
躍
進
に
向
け
た
追
い
風
と
な

り
ま
す
。
早
期
完
成
に
向
け
、
今

後
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

中
学
校
統
合
に
よ
り
、
廃
校
と

な
っ
た
旧
東
中
学
校
跡
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
関
連
会
社
が
昨
年
11
月
か

ら
操
業
を
始
め
ま
し
た
。
雇
用

な
ど
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
旧
岩
島
中
学
校
跡
に
は
、
校

舎
を
利
活
用
し
「
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
文
化

活
動
や
地
域
活
性
化
へ
の
使
用
の

ほ
か
、
簡
易
宿
泊
施
設
と
し
て
都

市
部
の
学
生
の
合
宿
な
ど
に
利
用

い
た
だ
く
中
で
、
町
民
皆
様
と
の

交
流
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
旧
坂
上
中
学
校
跡
は
、
改
修

を
行
い
、
新
た
な
坂
上
小
学
校
と

し
て
新
年
度
か
ら
使
用
し
ま
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
直
下
と
な
る
地
域

の
振
興
の
た
め
、
道
の
駅
あ
が
つ

ま
峡
を
オ
ー
プ
ン
し
、
１
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
吾
妻
渓
谷
観
光
へ

更
な
る
誘
客
が
見
込
め
る
人
道
橋

「
猿
橋
」
は
、
来
年
度
の
完
成
に

向
け
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

日
量
３
万
ト
ン
を
誇
る
箱
島
湧

水
を
利
用
し
、
小
水
力
発
電
所
を

来
年
度
中
に
建
設
し
ま
す
。
発
電

所
の
建
設
と
管
理
運
営
を
民
間
会

社
が
行
い
、
収
益
は
町
と
民
間
会

社
で
分
け
合
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
方

式
で
、
県
内
初
の
取
り
組
み
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
吾
妻
町
版
総
合
戦
略

を
年
度
内
策
定
に
向
け
作
業
中
で

す
。
町
の
人
口
動
向
や
町
民
皆
様

か
ら
の
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
問
題
点
や
課
題

を
踏
ま
え
、
本
町
の
目
指
す
べ
き

将
来
の
方
向
性
を
示
し
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
皆
様
の
ご
意
見
を

尊
重
し
、
議
会
と
連
携
し
な
が
ら

職
員
と
共
に
努
力
を
重
ね
、
我
が

町
の
地
方
創
生
の
目
標
に
掲
げ
る

「
子
供
も
大
人
も
い
き
い
き
暮
ら

せ
る
元
気
な
ま
ち　

共
に
創
ろ
う

未
来
に
向
け
て
」
を
念
頭
に
置
き
、

活
力
あ
る
将
来
の
姿
を
実
現
す
る

た
め
に
邁
進
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

年頭のごあいさつ

東
吾
妻
町
長　
　
　

　

中
澤　

恒
喜

春
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
拝
察
し
、
議
会
を

代
表
し
て
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
議
会
活
動

に
対
し
て
、
温
か
い
ご
指
導
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
４
月
に
機
構

改
革
と
同
時
に
５
中
学
校
が
統

合
さ
れ
、「
東
吾
妻
中
学
校
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
水
仙
ち
ゃ
ん
」
の
誕
生
、

小
水
力
発
電
事
業
の
実
施
や
旧

国
民
宿
舎
榛
名
吾
妻
荘
の
売
却

が
決
定
す
る
な
ど
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
動
き
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
反
面
、
地
域
医
療

の
確
保
、
子
育
て
支
援
や
人
口

の
定
住
、
行
財
政
改
革
等
の
課

題
も
多
い
こ
と
か
ら
、「
選
択
と

集
中
」
を
前
提
と
し
た
行
政
執

行
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
県
に
お
い
て
吾

妻
高
等
学
校
と
中
之
条
高
等
学

校
の
統
合
計
画
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
地
方
創
生
の
逆
風
に

な
ら
な
い
よ
う
、
郡
内
全
議
会

が
意
思
統
一
を
し
て
、
県
と
県

教
育
委
員
会
さ
ら
に
、
県
議
会

に
対
し
再
編
整
備
計
画
の
見
直

し
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

当
町
は
、
こ
と
し
で
合
併
10

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
旧
町
村
間
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
均
衡
化
が
す
す
め
ら
れ
、

財
政
健
全
化
に
も
明
る
い
兆
し

が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
過

疎
化
に
歯
止
め
は
か
か
ら
ず
、

こ
の
現
実
を
打
開
す
る
た
め
に
、

現
在
町
で
は
国
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、
地
方
創
生
の
た
め
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
策
定

の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
を
現

時
点
の
最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
議
会
報
告
会
で
出
さ

れ
た
意
見
も
踏
ま
え
て
、
全
員

で
真
剣
に
調
査
・
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
は
、
待
望
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
の
放
映
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
当
町
に
と
っ
て
も
期
待
が

持
て
る
よ
う
な
年
に
な
る
こ
と

が
予
感
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
も
、
町
民
の
み
な
さ
ま

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
行

政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

十
分
果
た
す
と
と
も
に
、
政
策

提
言
で
き
る
議
会
と
し
て
着
実

に
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、
全
員

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
輝
か
し
い
年
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

町長、議長から

東
吾
妻
町
議
会
議
長　

　

一
場　

明
夫

迎　

新
年
を
迎
え
て
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■
東
吾
妻
町
審
査
結
果

（
東
吾
妻
町
選
挙
管
理
委
員
会
実
施
）

【
小
学
校
の
部
】

▼
優
秀　

荻
原
志
保
（
岩
島
小
５
年
）

▼
優
秀　

高
橋
秀
太
朗
（
岩
島
小
５
年
）

▼
優
秀　

丸
山
瑞
生
（
岩
島
小
６
年
）

▼
優
秀　

丸
橋
世
尚
（
原
町
小
４
年
）

▼
優
秀　

岩
本
心
愛
（
原
町
小
４
年
）

▼
優
秀　

蜂
須
賀
輝
（
原
町
小
５
年
）

▼
優
秀　

荻
原
慎
梧
（
原
町
小
５
年
）

▼
優
秀　

唐
沢
美
咲
（
原
町
小
６
年
）

▼
優
秀　

木
檜
成
仁
（
原
町
小
６
年
）

▼
優
秀　

川
村
彩
良
（
原
町
小
６
年
）

▼
優
秀　

鈴
木
愛
唯
（
原
町
小
６
年
）

▼
優
秀　

萩
原
滉
大
（
東
小
４
年
）

▼
優
秀　

堀
澤　

凜
（
東
小
４
年
）

▼
優
秀　

加
藤
想
磨
（
東
小
５
年
）

▼
優
秀　

石
坂
彩
乃
（
太
田
小
６
年
）

▼
優
秀　

田
中
里
咲
（
坂
上
小
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

▼
優
秀　

上
原
彩
音
（
東
吾
妻
中
１
年
）

▼
優
秀　

嶋
村
美
咲
（
東
吾
妻
中
１
年
）

▼
優
秀　

荻
原
滉
太
（
東
吾
妻
中
１
年
）

▼
優
秀　

蜂
須
賀
日
菜
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

田
中
真
歩
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

富
澤
愛
美
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

剣
持
竜
也
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

木
村
俊
介
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

松
永
莉
乃
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

金
子
亜
美
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

朝
比
奈
萌
衣
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
優
秀　

森
永
麻
友
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
優
秀　

綿
貫
佑
斗
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
優
秀　

松
井
涼
花
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
優
秀　

梶
間
美
澪
（
東
吾
妻
中
３
年
）

■
県
審
査
結
果
の
う
ち
東
吾
妻
町
入
賞

者
（
群
馬
県
選
挙
管
理
委
員
会
実
施
）

【
小
学
校
の
部
】

▼
優
秀　

荻
原
志
保
（
岩
島
小
５
年
）

▼
優
秀　

蜂
須
賀
輝
（
原
町
小
５
年
）

▼
優
秀　

唐
沢
美
咲
（
原
町
小
６
年
）

▼
優
秀　

木
檜
成
仁
（
原
町
小
６
年
）

恒
例
の
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、
夏
休
み
明
け
の
９
月
15
日
に
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
田
中
富
雄
委
員
長
）
に
よ
り

町
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
小
学
校
の
部
に
２
８
４
点
、
中
学
校
の
部
に
２
４
４
点
、
計
５
２
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
各
校
か

ら
の
代
表
作
品
80
点
よ
り
、 

小
学
校
16
点
、
中
学
校
15
点
を
優
秀
賞
と
し
、
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
町
代
表
作
品
と
し
て
出
品
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
小
学
校
の
部
」
で
荻
原
志
保
さ
ん
（
岩
小
５
年
）、
蜂
須
賀
輝
さ
ん
（
原
小
５
年
）、
唐
沢
美
咲
さ
ん
（
原
小
６
年
）、
木
檜
成
仁
さ
ん
（
原

小
６
年
）
の
優
秀
賞
、「
中
学
校
の
部
」
で
嶋
村
美
咲
さ
ん
（
東
吾
妻
中
１
年
）、
蜂
須
賀
日
菜
さ
ん
（
東
吾
妻
中
２
年
）、
富
澤
愛
美
さ
ん
（
東
吾
妻
中
２

年
）、
綿
貫
佑
斗
さ
ん
（
東
吾
妻
中
３
年
）、
梶
間
美
澪
さ
ん
（
東
吾
妻
中
３
年
）
の
優
秀
賞
を
は
じ
め
、
20
名
の
か
た
が
入
賞
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

優
秀
団
体
と
し
て
原
町
小
学
校
と
東
吾
妻
中
学
校
、
優
良
団
体
と
し
て
太
田
小
学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
に
は
県
庁
「
正
庁
の
間
」
に
お
い
て
県
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
入
賞
者
を
代
表
し
て
優
秀
賞
に
輝
い
た
８
名
が
参
加
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
過
日
執
行
を
さ
れ
ま
し
た
群
馬
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
の
選
挙
適
正
管
理
と
投
票
総
参
加

運
動
の
推
進
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
お
よ
び
町
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

平成 27 年度 明るい選挙啓発ポスターコンクール

ー入選作品展示のお知らせー
　明るい選挙啓発ポスターコンクールにおいて、町選挙管理委員会が審査を行った結果、数多くの優秀な作品が
選ばれました。多くの方にご覧いただくため明るい選挙啓発ポスターコンクールの入選作品の展示を行います。
■期間　平成 28 年１月 12 日㈫～２月５日㈮
■場所　（学校区ごとに展示）    東支所・太田公民館・中央公民館・岩島公民館・坂上公民館
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■
県
入
賞
優
秀
作
品

優
秀　

蜂
須
賀
輝
（
原
町
小
５
年
）

優
秀　

綿
貫
佑
斗
（
東
吾
妻
中
３
年
）

優
秀　

唐
沢
美
咲
（
原
町
小
６
年
）

優
秀　

荻
原
志
保
（
岩
島
小
５
年
）

優
秀　

嶋
村
美
咲
（
東
吾
妻
中
１
年
）

優
秀　

木
檜
成
仁
（
原
町
小
６
年
）

優
秀　

富
澤
愛
美
（
東
吾
妻
中
２
年
）

優
秀　

梶
間
美
澪
（
東
吾
妻
中
３
年
）

優
秀　

蜂
須
賀
日
菜
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
佳
作　

萩
原
滉
大
（
東
小
４
年
）

▼
佳
作　

丸
山
瑞
生
（
岩
島
小
６
年
）

▼
入
選　

荻
原
慎
梧
（
原
町
小
５
年
）

▼
入
選　

加
藤
想
磨
（
東
小
５
年
）

▼
入
選　

石
坂
彩
乃
（
太
田
小
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

▼
優
秀　

嶋
村
美
咲
（
東
吾
妻
中
１
年
）

▼
優
秀　

蜂
須
賀
日
菜
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

富
澤
愛
美
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
優
秀　

綿
貫
佑
斗
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
優
秀　

梶
間
美
澪
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
佳
作　

上
原
彩
音
（
東
吾
妻
中
１
年
）

▼
佳
作　

荻
原
滉
太
（
東
吾
妻
中
１
年
）

▼
佳
作　

金
子
亜
美
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
佳
作　

森
永
麻
友
（
東
吾
妻
中
３
年
）

▼
入
選　

剣
持
竜
也
（
東
吾
妻
中
２
年
）

▼
入
選　

松
永
莉
乃
（
東
吾
妻
中
２
年
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会　

事
務
局

　
（
役
場
総
務
課
内　

内
線
２
３
３

　

担
当
寺
嶋
龍
司
）

『水仙ちゃん』ゆるキャラＧＰ結果『水仙ちゃん』ゆるキャラＧＰ結果

ゆるキャラグランプリ 2015
　東吾妻町のマスコット、水仙ちゃんの得票結果は１７２７エント
リー中４３９位（5643pt）でした。応援ありがとうございました。
　また来年もエントリーするので皆さんの応援を引き続きよろしく
お願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　地域振興係（☎ 68-2111）
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Higashiagatsuma Town News

 町長が慶祝訪問
塩  谷さんが 100 歳
　12 月 12 日に原町の塩谷時雄さん（大正 4
年生まれ）が 100 歳を迎え町長が慶祝訪問を
行いました。塩谷さんは長生きの秘訣につい
て「運動することと食べること」と語りました。

 夢中になって
ス  ノードームづくり

　12 月 5 日に岩櫃ふれあいの郷で中央公民館
教養講座子ども体験教室「スノードームをつ
くろう」が開かれ約 60 人の子どもが思い思い
のスノードームを作りました。

 一段の盛り上がりを見せて
忍  びの乱 - 秋の陣前大河の戦い

　10 月 31 日～ 11 月 1 日にコニファーいわびつを会場に忍びの乱秋の陣前大河の戦
いが開催されました。真田丸放映に向けて盛り上がりを見せた会場では、綱渡りなど
が出来る忍者修行わぁるどや信州真田鉄砲隊の砲術演武など、さまざまなイベントが
行われて、大勢の方が来場しました。

町
の
で
き
ご
と
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岩櫃城の歴史に触れて
れ  きしおこしフォーラム

　11 月 22 日にあざみの会主催の『れきしおこし
フォーラム』が開催されました。城郭ライターの萩
原さちこさんが司会でパネルディスカッションを行
い、その後岩櫃山を中心にフィールドワークを行い
ました。

　杉並区と東吾妻町のグラウンドゴルフ交流会が 10
月 21 日にコニファーいわびつで開催されました。ま
た、11 月 15 日には杉並区でバレーボール交流会も開
催され、共に多くの方が交流を楽しみました。

  一緒に汗を流しました
杉 並区との交流

　11 月 20 日に平成 27 年度保健事業等功労者知事
表彰があり、当町から食生活改善推進員の小林まさ
さんが選ばれました。

保  健事業等功労者表彰報告
健康増進部門での受賞

　11 月 21 日～ 23 日に開かれた JOC ジュニアオ
リンピックカップ 2015 全日本卓球選手権大会カ
デットの部に出場した、川村陽輝くん（東吾妻中
２年）が町長へ出場報告のため来庁しました。

全日本卓球選手権カデットの部
全 国大会出場報告

 練習の成果を披露
町  文化祭芸能発表会

　11 月 21 日・22 日、コンベンションホールで町
文化祭の芸能発表会が開催されました。出演者から
さまざまな演目で大正琴や民踊、合唱、合奏などの
発表があり、来場者に披露されました。
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町
の
「
群
馬
」
原
町
と
い
う
よ
う

に
吾
妻
峡
を
境
に
長
野
と
群
馬
と

い
う
名
称
の
違
い
も
現
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
も
文
化
・
物
流

の
違
い
が
こ
の
東
吾
妻
と
西
吾
妻

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
一
部
印
象
も
含
ま
れ
ま

す
が
、
例
え
ば
縄
文
時
代
に
使
用

さ
れ
て
い
た
縄
文
土
器
。
こ
れ
は

東
吾
妻
町
で
出
土
す
る
土
器
と
長

野
原
町
で
出
土
す
る
土
器
で
は
少

し
様
子
が
違
う
気
が
し
ま
す
。
印

象
の
点
か
ら
す
ぐ
さ
ま
東
と
西

の
文
化
の
違
い
に
結
び
つ
け
る
こ

と
は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
縄
文
時
代
に
限
ら
ず
弥
生
時

代
・
古
墳
時
代
や
そ
れ
以
降
の
時

代
な
ど
各
時
代
で
各
々
の
特
徴
を

比
較
・
検
討
す
る
作
業
は
今
後
必

要
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

の
主
人
公
、
真
田
幸
村
（
信の

ぶ
し
げ繁

）

が
幼
少
を
過
ご
し
た
と
さ
れ
る
岩

櫃
城
跡
は
長
野
県
上
田
市
の
上
田

城
か
ら
群
馬
県
沼
田
市
の
沼
田

城
を
結
ぶ
道
筋
の
中
間
地
点
に
あ

り
、
そ
の
道
は
吾
妻
峡
も
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
吾
妻
地
方

を
支
配
し
た
真
田
氏
に
よ
っ
て
も

吾
妻
峡
は
風
情
を
感
じ
る
渓
谷
美

で
あ
っ
た
の
と
同
時
に
、
交
通
・

物
流
を
考
え
た
場
合
、
難
所
と
し

て
も
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
難
所
を
解
消
す

る
た
め
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

道ど
う
ろ
く
じ
ん
と
う
げ

陸
神
峠
の
開
削
が
行
わ
れ
、
次

第
に
流
通
が
活
発
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
草
津
へ
の
湯
治
な
ど
も

便
利
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
吾
妻
峡
は

自
然
の
造
形
美
で
あ
る
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
我
々
が
暮
ら
す

吾
妻
地
方
に
お
い
て
そ
の
交
通
・

物
流
・
文
化
に
お
い
て
も
多
く
の

影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
う
考
え
ま
す
と
吾

妻
と
吾
妻
峡
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

吾
妻
峡
は
東
吾
妻
町
と
西
隣
の

長
野
原
町
に
跨
が
る
峡
谷
で
、
吾

妻
川
の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
全
長
は
約
３
・
５
㎞
、
そ
の
う

ち
吾
妻
川
右
岸
・
左
岸
を
合
わ
せ

た
１
１
０
㏊
と
い
う
広
大
な
規
模

を
持
つ
峡
谷
で
昭
和
10
年
国
指
定

名
勝
と
し
て
登
録
が
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

峡
谷
と
し
て
は
非
常
に
狭
く
、

八
丁
暗
が
り
や
鹿
が
飛
び
越
え
る

と
い
わ
れ
る
鹿
飛
び
な
ど
の
奇
勝

が
数
多
く
存
在
し
、
屏
風
岩
・
布

袋
岩
な
ど
の
奇
岩
と
あ
わ
せ
特
徴

的
な
景
観
を
造
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
景
観
か
ら
大
正
年
間
の

地
理
学
者
で
あ
る
志し

が
し
げ
た
か

賀
重
昂
氏
に

よ
っ
て
「
関
東
の
耶や

ば
け
い

馬
溪
」
と
評

さ
れ
、
群
馬
県
で
は
お
な
じ
み
の

上
毛
か
る
た
で
は
「
耶
馬
溪
し
の

ぐ
吾
妻
峡
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
ほ

ど
素
晴
ら
し
い
景
観
を
持
つ
峡
谷

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

峡
谷
を
形
成
す
る
岩
質
は
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
岩
櫃
山
と
同

様
に
安
山
岩
を
基
質
と
し
た
火
山

岩
類
で
す
。
そ
こ
に
流
れ
込
む
吾

妻
川
が
非
常
に
長
い
年
月
を
か
け
、

ゆ
っ
く
り
と
両
岸
を
浸
食
し
て
峡

谷
を
造
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
こ
に
長
年
の
岩
石
風
化
に
よ
っ

て
も
景
色
の
変
化
に
特
徴
を
与
え

て
い
る
の
で
す
。

　

吾
妻
峡
を
中
央
に
捉
え
る
と
東

吾
妻
町
は
東
、
長
野
原
町
は
西
に

位
置
し
、
こ
れ
ら
の
位
置
関
係
か

ら
一
般
的
に
「
東
吾
妻
」・「
西
吾

妻
」
と
地
域
呼
称
で
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
吾
妻
峡
が

深
い
断
崖
と
谷
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
交

通
の
難
所
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ

れ
が
物
流
・
経
済
を
二
分
し
て
い

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
声
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
現
在
残
る
地
名
と

し
て
も
「
長
野
」
原
町
、
東
吾
妻

東吾妻町の
歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当  吉田智哉）

渓
谷
の
造
形
美
と
文
化
の
交
差
点
？
〜
国
指
定
名
勝
「
吾
妻
峡
」
〜

◆
吾
妻
峡
と
は
？

あ
っ
と
い
う
間
に
２
０
１
５
年
が
過
ぎ
去
り
、
新
た
な
年
、
２
０
１
６

年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
文
化
財
の
紹
介
や
町
内
で
の
最
新
の
発
掘
調
査
速
報
な
ど
多
く
の

記
事
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
今
月
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
、
国
指
定
名
勝
と
し
て
名
高
い
吾
妻
峡

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
吾
妻
峡
と
東
吾
妻
、
西
吾
妻
？
？
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＝新着図書情報＝
■一般図書

『終わった人』…………………………………………… 内館　牧子　著
『物書同心居眠り紋蔵　御奉行の頭の火照り』……… 佐藤　雅美　著
『生還者』………………………………………………… 下村　敦史　著
『皇后の真実』…………………………………………… 工藤美代子　著
『下町ロケット２』……………………………………… 池井戸　潤　著
『杉下右京の多忙な休日』……………………………… 碇　　卯人　著
■児童図書

『らくだいおばけがやってきた』…………………… やまだともこ　著
『あなたをずっとあいしてる』………………………… 宮西　達也　著
『魔法のレシピでスイーツ・フェアリー』…………… 堀　　直子　著
■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館へ行こう !!

　
　おすすめの一冊

『動物翻訳家』　
片野　ゆか　著

　動物たちが暮らしやすい魅力的な環境
をつくるためには、彼らの行動を理解し、
“心の声 ”に耳を傾けることが重要。そ
れは飼育員による大胆にして緻密な翻訳
作業といえる。飼育員の苦悩と奮闘の動
物園ノンフィクション !! 。

　
　おすすめの一冊

『きつね音楽教室のゆうれい 』
小手鞠るい　著

　きつね音楽教室では、きょうも、
スミレ先生のピアノにあわせて、森
のなかまたちがいろいろな楽器を練
習しています。そして今夜もみんな
がおうちに帰ったあと…。

町のマスコットキャラクター、水仙
ちゃんの活動の一部を紹介します。

◆ 12 月３・４日に吾妻高校の生徒
が行ったエイズ予防キャンペーンに
参加しました。

◆ 12 月 13 日に前橋ケヤキウォー
クで行われた花燃ゆ・真田丸バトン
タッチイベントに参加しました。

水仙ちゃんの

活動報告

◆道の駅あがつま峡へ
❀パンジー１６０株植栽
吾妻水質管理センター　さま

◆岩櫃城温泉センター・天狗の湯へ
❀ゆず各 20kg（冬至ゆず湯用）

片貝新一郎　さま ありがとうございましたありがとうございました

あたたかいこころあたたかいこころ

岩島公民館教養講座岩島公民館教養講座

『絵画教室』開催『絵画教室』開催

　岩島公民館では下記日程で絵画教
室を開催します。
■日時
　平成 28 年２月 16 日㈫
　13 時 30 分～
■場所　岩島公民館
■講師　小池幸子　先生
■会費　400 円
　※画用紙・絵の具一式すべて含む
■募集人員　先着 20 名
■申し込み・問い合わせ先
　岩島公民館
　（☎ 67-2001）
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お知らせコーナーお知らせコーナー

昭和 16 年２月２日～３月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。１
月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑色
の封筒で郵送しますので、ご確認ください。保険料
普通徴収第７期分の納期限は２月１日ですので該当
の方はお忘れなく。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
 （内線 116　担当  武藤大輔）

家屋を新築・増築または取り壊した方は
ご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。
■連絡・問い合わせ先
　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　（内線 134　担当  小林　稔）

　

町
で
は
、
平
成
26
年
度
一
筆
地
調

査
で
調
査
を
行
な
っ
た
矢
倉
の
一
部

１
地
区
（
郷
原
字
室
窪
・
宮
ノ
脇
）（
矢

倉
字
神
ノ
前
・
鬼
岩
・
古
谷
）
の
地

籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
を
作
成
し
た
の

で
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
閲
覧
が
最
後
に
な
り

一
定
の
手
続
き
を
経
て
登
記
簿
が
訂
正

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
閲
覧
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
期
間

　

平
成
28
年
１
月
25
日
㈪
〜
２
月
20
日
㈯

※
た
だ
し
2
月
20
日
㈯
以
外
の
土
・
日
・

　

祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
時
間　
９
時
〜
17
時

■
場
所　
役
場　

１
階
第
３
会
議
室

■
そ
の
他

　

印
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

地
籍
調
査
係

　
（
内
線
５
２
６　

担
当 

西
山
孝
弘
、　

宮
﨑　

尚
、
佐
藤
悟
道
）

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に
償
却
資
産

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

■
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
方
や
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー

ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
人
が
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
建
物
附

属
設
備
、
構
築
物
、
機
械
、
工
具
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
固
定
資
産
を
償
却
資
産
と

い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
償
却
資

　

産
の
申
告
に
つ
い
て

　

家
屋
の
屋
根
や
土
地
な
ど
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
売
電
す
る
場
合
に
、

そ
の
設
備
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産

ま
た
は
家
屋
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
が
異
な
り
ま

す
。「
償
却
資
産
」
に
該
当
す
る
設
備
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
設
備
が
償

却
資
産
の
申
告
対
象
に
な
る
か
等
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
役
場
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
設
備

に
は
課
税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
、

税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
番
号
法
施
行
に
伴
う
お
願
い

　

平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
提
出
す

べ
き
申
告
書
に
は
個
人
番
号
ま
た
は
法

人
番
号
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
個
人
の
方
は
申
告
書
を
提
出
の
際
、

本
人
確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）

の
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は

通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等
の
提
示

を
お
願
い
し
ま
す
。（
郵
送
に
よ
り
提
出

す
る
場
合
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の

写
し
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。）

■
償
却
資
産
の
申
告
書
提
出
期
限
お

　

よ
び
提
出
先

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
東
吾
妻

町
内
に
事
業
用
資
産
を
所
有
す
る
方
は

平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
東
吾
妻

町
役
場
税
務
課
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
（
内
線
１
３
３　

担
当 

青
木
秀
美
）

案内案内　

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

国
土
調
査
に
よ
る
地
籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

国
土
調
査
に
よ
る
地
籍
図
お
よ
び
地
籍
簿
の
閲
覧
に
つ
い
て

案内案内
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●役場問い合わせ先／東吾妻町役場（☎ 68-2111）　

■農業委員、農地利用最適化推進員の選任イメージ

市町村長 農業委員会

任命 委嘱

市町村
議会 　同意

農業委員 農地利用最適化
推進委員

推薦 ・ 公募

地域の農業者や農業団体

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（内線 122　担当小池未來人）

65 歳になった方へ
（昭和 25 年 12 月２日～昭和 26 年１月１日生まれ）

※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では、町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修
工事などを行う場合工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係
　　　　（内線 242　担当小池和良・小林和樹）

　

平
成
28
年
4
月
1
日
法
改
正
に
伴

い
農
業
委
員
会
が
変
わ
り
ま
す
。

■
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推

　

進
が
強
化
さ
れ
ま
す

・
農
地
利
用
の
集
積
の
推
進

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、
解
消
の
推

進
・
新
規
就
農
、
企
業
な
ど
の
農
業
参
入
の

支
援

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設

　

置
さ
れ
ま
す　

・
農
業
委
員
と
と
も
に
地
域
で
活
動
す       

る
推
進
委
員
を
委
嘱

・
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
の
総
会
に
出

席
し
意
見
を
述
べ
る

■
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
わ
り

　

ま
す　

・
公
選
制
か
ら
任
命
制
に

・
認
定
農
業
者
を
過
半
数
。
利
害
関
係
者

以
外
も
登
用

・
助
成
や
青
年
の
登
用
促
進

■
推
薦
・
応
募
期
間

　

平
成
28
年
１
月
18
日
㈪

 

〜
２
月
19
日
㈮

※
推
薦
・
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
、
ま
た
は
町
農
業
委
員
会
で
配
布

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
（
内
線
５
３
２　

担
当
片
貝
将
美　

青

木
徳
仁
）

　

農
業
委
員
会
が
変
わ
り
ま
す

　

農
業
委
員
会
が
変
わ
り
ま
す

案内案内
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お知らせコーナーお知らせコーナー

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
さ
て
、
新
年
第
1
号
の
広
報

で
す
の
で
、
輝
か
し
い
未
来
が
あ
る

子
ど
も
に
関
す
る
話
を
テ
ー
マ
に
し

ま
す
。
昨
年
、
子
供
の
食
事
環
境
を

把
握
す
る
目
的
で
町
内
の
小
中
学
校

で
食
事
習
慣
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
東
吾
妻
町
の
子
供
は

塩
分
を
摂
り
過
ぎ
て
い
る
」
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
各
ご
家

庭
の
食
事
に
少
し
で
も
反
映
し
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
と
思
い
、
今
回
は

「
子
供
の
塩
分
過
剰
摂
取
」
を
テ
ー

マ
に
し
ま
す
。

　

昨
年
、
町
内
の
5
つ
の
小
学
校

全
て
と
東
吾
妻
町
中
学
校
の
合
計

６
８
８
名
の
小
児
に
対
し
て
、
各
家

族
の
ご
協
力
の
も
と
、
食
事
習
慣
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
均
食
塩
摂
取
量
が
小
学
生
で
８
・

７
ｇ
、
中
学
生
で
12
ｇ
で
あ
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
て
い
る
小
児
に
対
す
る
食
塩
目

標
摂
取
量
は
小
学
生
で
６
・
５
ｇ
未

満
、
中
学
生
で
８
ｇ
未
満
で
あ
り
、

東
吾
妻
町
在
住
の
小
児
は
明
ら
か
に

食
塩
摂
取
が
多
い
で
す
。
食
塩
過
剰

時
代
に
生
き
る
私
た
ち
で
す
の
で
、

知
ら
ぬ
間
に
食
塩
を
多
く
採
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
美
味
し
い
物
に
は
基

本
的
に
塩
も
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
知
ら
ぬ
間

に
私
た
ち
の
身
体
は
「
塩
漬
け
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。
成
長
期
だ
か
ら
子

供
に
は
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
ら
い
た

い
の
が
親
心
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
食
塩
を
多
く
採
っ
て
よ
い
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
味
覚
が
形
成
さ
れ

る
小
児
の
時
期
に
食
塩
の
少
な
い
食

事
に
慣
れ
る
こ
と
は
、
健
康
な
将
来

の
た
め
に
は
必
要
で
す
。
食
事
の
時

は
美
味
し
く
て
良
い
思
い
を
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
蓄
積
す
る
と

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
致
死
的

な
病
気
や
、
癌
の
発
症
な
ど
の
リ
ス

ク
が
格
段
に
上
昇
し
ま
す
。
東
吾
妻

町
に
は
濃
い
味
付
け
を
し
な
く
て
も

美
味
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
減
塩
食
の
味
を
知
ら
な

い
こ
と
は
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
一
食
で
も
よ

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
減
塩
を
心
が

け
た
食
事
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
昨
年
末
に
町
内
の
小
学
校
で

減
塩
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

健
や
か
な
成
長
を
促
進
す
る
た
め
に
、

子
供
の
減
塩
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
保
診
療
所　

藤
原
健
史

子
供
の
塩
分
過
剰
摂
取

★「１月の診療予定表」★「１月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

３
休　診

４ ５
休　診

６
午後
往診

７
午後
往診

８
午後
往診

９
休　診

10
休　診

11
休　診

12
休　診

13 14 15 16
休　診

17
休　診

18 19
休　診

20
午後
個別接種

21 22 23
休　診

24
休　診

25 26
休　診

27 28 29 30
休　診

31
休　診

2/1 ２
休　診

３ ４ ５ ６
休　診

東吾妻町国民健康保険診療所だより東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊診療所では予約診療を行っています。定期受診の方は予＊診療所では予約診療を行っています。定期受診の方は予
　約での診療をお願いします。　約での診療をお願いします。
■受付時間
・午前…８時 30 分～ 11 時 45 分・午後…14 時～ 17 時
■診療時間・午前…９時～ 12 時・午後…14 時～ 17 時
■連絡先　☎ 59-3010　ＦＡＸ 59-3161

1 月の当番医予定表1月の当番医予定表
期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

10 日㈰ しまだ医院
（中之条☎ 76-3435）

櫻井医院
（長野原☎ 0279-82-3999）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

11 日㈪ 加地医院
（原町☎ 68-2103）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-2030）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

17 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 68-2136）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

24 日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3055）

31 日㈰ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

桜井クリニック
（草津☎ 0279-97-3800）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

※診療時間は９時から 17 時まで（休日夜間は 17 時以降）です。できるだけ時間内に受診してください。
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●役場問い合わせ先／東吾妻町役場（☎ 68-2111）　

■
サ
ル
も
歯
を
磨
く
!?

　

今
年
の
干
支
は
申
（
サ
ル
）
で
す
。

サ
ル
の
歯
は
ヒ
ト
と
同
じ
32
本
（
親

知
ら
ず
を
含
む
）
で
す
。
ヒ
ト
と
違

い
、
サ
ル
の
犬
歯
に
は
、
威
嚇
や
武

器
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
た
め
、
大

き
く
鋭
く
尖
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
へ

の
進
化
の
過
程
で
、
こ
う
し
た
役
割

が
不
要
に
な
り
、
ヒ
ト
の
犬
歯
は
丸

く
て
平
た
い
形
に
退
化
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
は
、
タ

イ
に
生
息
す
る
野
生
の
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
が
、
ヒ
ト
の
髪
の
毛
を
用
い
て
歯

磨
き
す
る
事
を
報
告
し
ま
し
た
。
約

40
％
の
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
が
、
２
〜
３

本
の
髪
の
毛
を
ま
と
め
て
歯
の
隙
間

に
挿
入
す
る
事
で
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
の
よ
う
に
食
べ
カ
ス
を
取
り
除
い

て
い
た
の
で
す
。

　

更
な
る
調
査
の
結
果
、
歯
磨
き
す

る
母
ザ
ル
は
、
子
ザ
ル
が
見
て
い
る

前
で
は
、
髪
の
毛
の
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
を
用
い
た
歯
磨
き
を
、
時
間
を
か

け
て
繰
り
返
し
行
う
事
が
わ
か
り
ま

し
た
。
母
ザ
ル
の
こ
う
し
た
行
動
は
、

子
ザ
ル
に
歯
磨
き
を
習
得
し
て
も
ら

う
た
め
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
教
育

の
起
源
の
解
明
に
役
立
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
歯
間
清
掃
器
具
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

歯
の
隙
間
な
ど
、
歯
ブ
ラ
シ
で
除

去
し
に
く
い
歯
垢
な
ど
を
取
り
除
く

の
が
、
歯
間
清
掃
器
具
（
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
）
で
す
。

主
に
中
高
年
で
問
題
と
な
る
、
歯
周

病
の
予
防
に
お
い
て
は
、
歯
間
部
清

掃
用
器
具
を
正
し
く
用
い
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。

■
歯
間
ブ
ラ
シ
の
使
い
方

　

歯
間
ブ
ラ
シ
に
は
、
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ

な
ど
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
、
隙
間
の
大

き
さ
に
応
じ
て
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
歯
間
ブ
ラ
シ
を
入
れ
た
時
、
無

理
な
く
動
か
す
事
の
で
き
る
サ
イ
ズ

が
適
切
で
す
。
歯
間
ブ
ラ
シ
は
、
前

歯
の
隙
間
で
は
前
後
に
、
奥
歯
の
隙

間
で
は
左
右
に
動
か
し
て
歯
垢
を
除

去
し
ま
す
。
使
い
終
わ
っ
た
後
は
流

水
で
よ
く
洗
浄
し
、
水
を
切
っ
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
歯
間
ブ
ラ

シ
の
毛
や
ワ
イ
ヤ
ー
が
痛
ん
で
来
た

ら
交
換
が
必
要
で
す
（
写
真
1
）。

■
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
の
使
い
方

　

歯
間
ブ
ラ
シ
が
通
ら
な
い
狭
い
隙

間
に
は
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
用
い

ま
す
。
の
こ
ぎ
り
の
刃
を
引
く
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
と
動
か
し
な
が
ら
、
歯

の
隙
間
に
フ
ロ
ス
を
入
れ
ま
す
。
隙

間
に
入
っ
た
フ
ロ
ス
を
上
下
に
動
か

す
事
で
、
歯
の
側
面
を
清
掃
し
ま
す

（
写
真
２
）。

■
さ
い
ご
に

　

歯
と
口
は
全
身
の
入
り
口
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
「
歯
磨
き
は

丈
夫
な
体
の
第
一
歩
」
で
あ
る
事
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
し
っ
か

り
と
、
決
ま
っ
た
時
間
に
、
正
し
い

方
法
で
歯
磨
き
を
行
う
事
は
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
第
一
歩
で

も
あ
り
ま
す
。
町
が
行
う
歯
科
検
診

や
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
な
ど
で

相
談
し
な
が
ら
、
健
康
の
入
り
口
で

も
あ
る
歯
と
口
か
ら
、
今
年
の
健
康

づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１

　
　
　
　
　
　
　

担
当 

藤
岡
由
美
）

　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か

ら
「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
月
は
「
歯
間
清
掃
器
具
に

つ
い
て
」
で
す
。

知っておきたい知っておきたい歯歯の話の話 ８. 歯間清掃器具について

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
今
年
一
年
、
申

年
申
の
よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
何
事
に
も

元
気
一
杯
過
ご
せ
る
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
の
桔
梗
館
は
「
昔
む
か
し
」
を

テ
ー
マ
に
「
吾
妻
地
域
」
を
中
心
に
歴

史
や
い
わ
れ
な
ど
紹
介
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
お
客
さ
ま
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館

　
（
☎
59 

・
３
５
３
３
）

あ
づ
ま
温
泉

あ
づ
ま
温
泉

桔
梗
館

桔
梗
館
だ
よ
り

だ
よ
り

（写真１）

（写真２）
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お知らせコーナーお知らせコーナー

1 月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 野山しのぶ）　
※の会場は福祉センターになりますので、間違えないように気を付けてください。

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

13日㈬ 歯っぴい歯科健診
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45

平成 24年６月・７月、平成 25年６月・７月・12月、
平成 26年１月生まれ
フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

14日㈭ 歯っぴい歯科健診
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45 平成 23年６月・７月・12月、平成 24年１月生まれ

フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

15日㈮ 歯っぴい歯科健診
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45 平成 22年６月・７月・12月、平成 23年１月生まれ

フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

15日㈮ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

19日㈫ １歳６カ月児健康診査
（フッ素塗布） 13:30 ～ 13:45 平成 26年 5月・6月生まれ

フッ素塗布希望者は歯ブラシを持参のこと

25日㈪

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27年９月生まれ

７カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27年６月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:45 ～ 14:00 平成 26年 12月生まれ

※ 27日㈬ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳児までの希望者

❷東地区　●会場／あづま農村環境改善センター　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 藤岡由美）
※参加を希望される方は保健センターへお申し込みください。
期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）
18 日㈪ ピヨピヨクラブ ９:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

1 月の予防接種日程表
❶太田・原町・岩島・坂上地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 野山しのぶ）

❷東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021　担当 野山しのぶ）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

８日㈮ 四種混合予防接種 13:45 ～ 14:15
【初回】平成 27年７月～９月生まれ
             生後 90 月までで３回接種が済んでいない人
【追加】  平成 26年５月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

20 日㈬ 第 10回乳幼児個別接種 14:00 ～ 14:30「予防接種のお知らせ」を参照してください１月 13日㈬までに申し込んでください

認知症家族会認知症家族会
　認知症家族会に出かけてみませんか？日ごろ
思っていることを話してみましょう。
■日時
　平成 28 年１月 26 日㈫　10 時～ 11 時 30 分
■場所　保健センター
■問い合わせ先
　包括支援センター（☎ 68-0200　担当 田中春美）

１月の健康相談１月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。
【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日時
　平成 28 年１月 15 日㈮　13 時 30 分～ 15 時
■場所　保健センター
■問い合わせ先
　保健センター（☎ 68-5021　担当 福田久美子）
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●役場問い合わせ先／東吾妻町役場（☎ 68-2111）　

役場や勤務先での手続きで「マイナンバー」と身分証明
書の提示が必要になります！　マイナンバー制度⑥

　１月１日より、役場や行政機関において社会保障や税の手続きをされる場合や、お勤め先での給与
や扶養手続きなどにおいて、「マイナンバー（個人番号）」の提示が必要となりました。
　手続きや届出を行う際には、ご本人の「通知カード※」と、顔写真入りの身分証明書（運転免許証など）
や保険証などを忘れずにお持ちください。
※通知カードには「個人番号カード」の交付申請書が添付されています。交付を希望される方は、通
知カードに同封のチラシをご覧いただき、申請をお願いします。「個人番号カード」は公的な身分
証明書となり、一枚で必要な手続きが行えます。
　個人番号カードの交付申請をされた方には、発行準備が整い次第、町民課からお知らせします。

　どのような手続きでマイナンバーが必要になるか、また手続きでの問い合わせ先窓口を記載したチラシ　どのような手続きでマイナンバーが必要になるか、また手続きでの問い合わせ先窓口を記載したチラシ
を広報１月号と併せて各ご家庭にお配りします。そちらもご覧ください。を広報１月号と併せて各ご家庭にお配りします。そちらもご覧ください。

【重要】通知カードをまだ受け取っていない場合【重要】通知カードをまだ受け取っていない場合
▶通知カードは、世帯単位の簡易書留で郵送しましたが、不在などの理由▶通知カードは、世帯単位の簡易書留で郵送しましたが、不在などの理由
　で返戻されたものを役場で保管しています。保管期間は３カ月程度です。　で返戻されたものを役場で保管しています。保管期間は３カ月程度です。
　保管期間を過ぎると廃棄処分となりますのでご注意ください。　保管期間を過ぎると廃棄処分となりますのでご注意ください。
　※再発行の場合、理由によっては手数料をご負担していただくことにな　※再発行の場合、理由によっては手数料をご負担していただくことにな
　　ります。 　　ります。 
▶役場で保管している通知カードは、世帯主または同一世帯の方に来庁し▶役場で保管している通知カードは、世帯主または同一世帯の方に来庁し
　ていただき、町民課窓口で本人確認のうえお渡しします。　ていただき、町民課窓口で本人確認のうえお渡しします。
▶本人確認の書類として、運転免許証や旅券などの場合は１点、健康保険▶本人確認の書類として、運転免許証や旅券などの場合は１点、健康保険
　証と年金手帳などの組み合わせによる場合は２点をご用意ください。（同　証と年金手帳などの組み合わせによる場合は２点をご用意ください。（同
　一世帯員以外の代理人が受け取る場合、委任状が必要です。）　一世帯員以外の代理人が受け取る場合、委任状が必要です。）
　※まだお手元に届いていない場合は、町民課へ早めに問い合わせください。　※まだお手元に届いていない場合は、町民課へ早めに問い合わせください。

■問い合わせ先
　内閣府　マイナンバー専用コールセンター　☎ 0570-20-0178
　　　　　平日…9時 30 分～ 22 時　土日祝日…9時 30 分～ 17 時 30 分
　東吾妻町役場　制度に関して…役場総務課（内線 238　担当片貝修）
　　　　　　　　通知カード・個人番号カードに関して…役場町民課（内線 117　担当水出悟・角谷俊一）

窓口において、窓口において、通知カード（個人番号カード）と身分証明書の提示が必要通知カード（個人番号カード）と身分証明書の提示が必要となる手続き（例）となる手続き（例）

▶転入・転居や、戸籍届出氏名の変更の届け
▶各種税の届け、申告
▶国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、障害者
　支援など、保険や医療の届けや手続き
▶子供子育て支援の手続き
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お知らせコーナーお知らせコーナー

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で

は
、
平
成
28
年
度
に
採
用
す
る
看
護
師

を
再
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
・
人
員

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
看
護
師　

１
名　

■
受
験
資
格

　

次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

か
つ
④
⑤
の
両
方
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
平

　

成
６
年
３
月
以
降
卒
業
し
た
者
、
ま

　

た
は
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

②
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
、
ま
た

は
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
合
格
見
込
み
の

者
③
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

　

者
、
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
ま
で　

に
合
格
見
込
み
の
者
。

④
看
護
師
お
よ
び
准
看
護
師
、
ま
た
は

　

近
く
取
得
見
込
み
の
者

⑤
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

■
試
験
日
・
内
容
・
会
場

・
試
験
期
日　

平
成
28
年
２
月
15
日
㈪

９
時
〜

・
内
容　

作
文
お
よ
び
面
接

・
会
場　

高
山
村
役
場

■
受
験
申
込
期
間

      

平
成
28
年
１
月
29
日
㈮
17
時
ま
で

※
受
験
申
込
書
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

お
よ
び
吾
妻
広
域
事
務
局
に
用
意
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録
郵
便
（
１

月
29
日
必
着
）、
あ
る
い
は
直
接
持
参
で
吾

妻
広
域
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

事
務
局
（
☎
75
・
４
７
０
０
）

　

〒
３
７
７

－

０
４
２
５

　

群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
西
中

之
条
１
３
５
番
地
（
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化

ホ
ー
ル
２
階
）

　
（http://w

w
w
.aga-kouiki.jp/

）　

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
臨
時
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
介
護
認
定
調
査
員
】

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
応
募
資
格

　

保
健
師
・
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門

員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件

　

介
護
認
定
調
査
の
経
験
が
あ
る
方

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
週
40
時
間
以
内
）

▼
勤
務
先

　

東
吾
妻
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
保
育
士
】

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件　

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

　
（
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
）
早
番
遅
番
有
り

　
（
週
40
時
間
以
内
ま
た
は
週
20
時
間
以
内

▼
勤
務
先　

町
内
保
育
所

【
調
理
員
】

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
応
募
資
格　

調
理
経
験
の
あ
る
方

▼
任
用
条
件　

８
時
30
分
〜
13
時
30
分

　
（
週
25
時
間
以
内
）

▼
勤
務
先　

町
内
保
育
所

【
道
路
維
持
管
理
業
務
作
業
員
】

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
応
募
資
格

　

中
型
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

▼
任
用
条
件

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
週
40
時
間
以
内
）

▼
勤
務
先　

役
場
建
設
課

【
共
通
事
項
】

▼
任
用
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
（
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
賃
金
、
通
勤
費
は
町
基
準
に
よ
る
。

▼
試
験
方
法　

面
接
試
験

▼
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
履
歴

書
に
写
真
を
添
付
の
上
、
役
場
総
務
課

へ
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
資
格
証
明
書
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。）　

履
歴
書
の
上
部
に
採
用

区
分
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間

　

平
成
28
年
１
月
22
日
㈮
ま
で
（
土
・

日･

祝
日
は
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）

▼
試
験
日

　

平
成
28
年
２
月
中
旬
予
定　

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

人
事
組
織
係

　
（
内
容 

２
３
４
三
枝
律
子
、
玉
橋
晃
）

吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
再
募
集
に
つ
い
て

吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
再
募
集
に
つ
い
て

求人求人

町
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

町
臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て

求人求人
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●役場問い合わせ先／東吾妻町役場（☎ 68-2111）　

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
町
民
ス
キ
ー
指
導
者
講
習
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
１
月
９
日
㈯

▼
会
場　

鹿
沢
ス
ノ
ー
エ
リ
ア

▼
集
合
場
所

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前　

９
時
集
合

▼
参
加
費　

２
千
円

【
第
24
回
町
民
ス
キ
ー
講
習
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
１
月
24
日
㈰

▼
会
場　

パ
ル
コ
ー
ル
嬬
恋
ス
キ
ー
場

▼
集
合
場
所

　

バ
ラ
ギ
ゲ
レ
ン
デ
ロ
ッ
ジ　

9
時
集
合

【
第
25
回
町
民
ス
キ
ー
講
習
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
２
月
20
日
㈯〜

21
日
㈰

▼
会
場　

　

志
賀
高
原
ス
キ
ー
場　

発
哺
温
泉

▼
参
加
資
格　

社
会
人

▼
参
加
費

　

１
万
５
千
円
程
度
（
宿
泊
費
込
み
）

【
第
９
回
町
民
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
２
月
21
日
㈰

▼
会
場　

原
町
小
学
校
体
育
館

【
第
７
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
２
月
28
日
㈰

▼
会
場　

町
民
体
育
館

【
第
26
回
町
民
ス
キ
ー
講
習
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
３
月
６
日
㈰

▼
会
場　

草
津
国
際
ス
キ
ー
場

▼
集
合
場
所

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス　

9
時
集
合

▼
参
加
費

　

小
中
学
生
・
高
校
生
…
５
０
０
円

　

一
般
…
…
…
…
…
…
１
５
０
０
円

【
第
41
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
ス
キ
ー
大
会
】

▼
期
日　

平
成
28
年
３
月
６
日
㈰

▼
会
場　

草
津
国
際
ス
キ
ー
場

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
（
☎
59
・
３
３
７
０
）

　
　

東
吾
妻
町
ス
ポ
ー
ツ

　
　

東
吾
妻
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
業
参
加
者
募
集

協
会
事
業
参
加
者
募
集

募集募集

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　　敬称略　　

◆第 10 回町民駅伝大会
開催日　平成 27 年 11 月 29 日㈯　
会場　道の駅あがつま峡周辺

【地区対抗の部】
優　勝　萩生（59 分 37 秒）
準優勝　下之町（１時間２分 54 秒）
第３位　岩下（１時間３分 25 秒）
【区間賞】
第１区（1.9㎞：６分 23 秒）小林路尚【箱島Ａ】
第２区（3.0㎞：10 分８秒）池田駿介【箱島Ａ】
第３区（2.0㎞：７分 50 秒）宮﨑隼斗【萩生】
第４区（3.0㎞：９分 52 秒）日野　駿【岩下】
第５区（2.0㎞：７分 50 秒）飯塚紀貴【箱島Ａ】
第６区（5.1㎞：15 分 31 秒）吉野　翔【萩生】

【一般の部順位】
優勝　吾妻太田ランナーズ（56 分 26 秒）
準優勝　東吾妻中学校（1時間２分 22 秒）
第３位　東吾妻町役場Ａ（1時間 8分 20 秒）
【区間賞】
第１区（1.9㎞：６分 12 秒）田中　僚【吾妻太田ランナーズ】
第２区（3.0㎞：８分 39 秒）飯塚淳司【吾妻太田ランナーズ】
第３区（2.0㎞：６分 56 秒）湯本拓也【吾妻太田ランナーズ】
第４区（3.0㎞：10 分 53 秒）加部桃香【東吾妻中学校】
第５区（2.0㎞：７分 10 秒）片山久瑠【吾妻太田ランナーズ】
第６区（5.1㎞：15 分 43 秒）吉田亮太【吾妻太田ランナーズ】
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お知らせコーナーお知らせコーナー

昨年募集のありました中学生・高校生による税に
ついての作文の入賞者が決定しました。東吾妻町
からは次のかたがたが入賞しました。

■東吾妻町入賞者（敬称略）
▼群馬県納税貯蓄組合連合会長賞 

『私たちの将来は…？』 　　（東吾妻中３年　梶間美澪）

▼中之条税務署長賞

『税金とは』 　　　　　　　　（東吾妻中３年　剱持玲）

▼吾妻行政県税事務所長賞

『未来の架け橋』 　　　　　（東吾妻中３年　森永麻友）

▼吾妻地区納税貯蓄組合連合会長賞

『社会を支える税』 （東吾妻中３年　劒持ゆいか）

『安心して毎日を送るために』（東吾妻中１年　荻原滉太）

『消費税から伝わる助かること』（東吾妻中３年　宮﨑麻衣）

「税についての作文」

■
優
秀
作
文

　
『
私
た
ち
の
将
来
は
・
・
・
？
』

　
　

東
吾
妻
町
立
東
吾
妻
中
学
校

　

 

三
年　

梶　

間　

美　

澪

　

最
近
、
二
〇
二
〇
年
に
開
催

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
立

競
技
場
の
建
設
費
イ
コ
ー
ル
税

金
の
莫
大
な
費
用
を
テ
レ
ビ
で

知
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

国
に
入
っ
て
く
る
お
金
の
約

六
割
は
税
金
で
、
あ
と
の
約
四
割

は
公
債
金
、
要
す
る
に
借
金
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
内
の
約
三
分
の
一

は
、
私
達
の
健
康
や
生
活
を
守
る

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
い
ま
の

私
達
の
一
番
身
近
な
こ
と
で
は
、

学
校
で
す
。
学
習
に
必
要
な
教
科

書
や
実
験
器
具
・
体
育
用
具
な
ど

で
す
。
他
に
は
、
私
達
の
将
来
の

生
活
に
役
に
立
つ
よ
う
に
宇
宙

開
発
や
科
学
技
術
の
研
究
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
教
育
費
に
、
約
六

パ
ー
セ
ン
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

は
る
か
昔
の
邪
馬
台
国
の
時

代
、
人
々
は
税
と
し
て
食
べ
物
を

納
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
飛
鳥
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に

は
、
農
産
物
や
布
・
絹
、
室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
は
、
年
貢
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

明
治
時
代
に
は
、
所
得
税
・
法
人

税
の
し
く
み
が
で
き
ま
し
た
。
平

成
元
年
に
な
る
と
、
消
費
税
三

パ
ー
セ
ン
ト
が
作
ら
れ
、
平
成
九

年
か
ら
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
去
年

か
ら
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
近
年
、
上
が
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
祖

父
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
祖

父
が
ち
ょ
う
ど
二
十
歳
に
な
っ

た
昭
和
三
十
六
年
に
国
民
年

金
制
度
が
開
始
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
頃
の
保
険
料
は
、
月
額

百
円
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在

を
み
る
と
百
五
十
倍
の
月
額
約

一
万
五
千
円
で
す
。
更
に
数
年
上

が
り
続
け
る
事
が
決
ま
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
に
よ
っ
て

税
の
し
く
み
は
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
の
日
本
で
は
、
子
供
が
少

な
く
高
齢
者
が
多
い
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
見
、
少

子
高
齢
化
と
税
に
つ
い
て
は
関

わ
り
が
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま

す
が
、
こ
の
二
つ
に
は
大
き
な
関

係
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

高
齢
者
が
増
え
る
と
、
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
医
療
や
年
金
、
介

護
な
ど
必
要
な
お
金
が
増
え
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
高
齢
者
を
支
え
る
若
者
達
が

減
っ
て
い
く
と
な
る
と
、
い
ま
の

ま
ま
で
の
税
の
し
く
み
で
は
、
私

達
の
社
会
は
崩
れ
て
い
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
が
、
今
後
よ
り
良
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

更
に
税
の
し
く
み
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
「
多
額
な
脱
税
」

と
聞
い
た
り
、
不
正
に
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
た
と
問
題
に

な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

い
ま
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
、

納
め
る
べ
き
税
金
は
納
め
、
税
金

の
無
駄
使
い
を
し
な
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
達
若
者

が
き
ち
ん
と
理
解
し
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
を
支
え
て
い
く
べ
き
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
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と
こ
し
へ
に
共
に
元
気
を
誓
ひ
た
る

君
は
悲
し
く
今
を
病
み
を
り

田
中
よ
ね
子

三
百
個
の
干
し
柿
あ
は
れ
雨
多
き

霜
月
半
ば
を
黴
に
ま
み
れ
て

田
村
マ
リ
子

若
き
日
の
吾
が
闘
争
を
ナ
ー
ス
さ
ん

清
き
瞳
に
聞
き
て
く
れ
た
り

角
田　
　

勲

黄
に
染
ま
る
鎮
守
の
森
の
木
の
葉
散
る

社
の
屋
根
に
か
す
か
音
た
て

橋
爪　

治
子

命
日
に
父
の
好
み
し
日
本
酒
の

百
万
ド
ル
を
墓
前
に
供
ふ
る

福
島
ト
ミ
子

霜
月
の
山
茶
花
梅
雨
と
ふ
雨
続
き

庭
の
紅
葉
を
た
ち
ま
ち
散
ら
す石

田
千
嘉
子

白
菜
に
見
え
隠
れ
す
る
害
虫
を

つ
ま
み
と
る
吾
れ
迷
ひ
も
せ
ず
に

猪
野　

房
江

晴
れ
渡
る
秋
空
の
な
か
雲
ひ
と
つ

榛
名
連
山
の
彼
方
に
浮
か
ぶ

大
塚　

綾
子

秋
深
く
山
茶
花
梅
雨
の
雨
の
間
を

胡
桃
割
り
す
る
夫
は
無
言
に

大
前
つ
る
枝

夫
婦
か
な
兄
弟
姉
妹
か
蛇
二
匹

連
な
り
ゆ
け
り
小
春
の
庭
を

斉
藤
由
喜
子

山
茶
花
の
咲
き
つ
ぐ
庭
に
口
ず
さ
む

「
た
き
び
」
の
歌
の
昭
和
懐
か
し

塩
谷　

好
子

演
し
物
の
台
詞
の
暗
記
を
し
た
は
ず
が

瞬
に
消
え
去
る
舞
台
の
上
で

関
本　

こ
う

鮮
や
か
に
夕
焼
け
の
陽
は
こ
の
里
の

家
も
ろ
と
も
に
紅
く
染
め
を
り高

橋　

春
江

吾
れ
米
寿
子
も
還
暦
と
な
る
師
走

君
義

振
り
向
け
ば
肩
叩
か
る
る
師
走
市

洞
子

風
の
な
す
ま
ま
の
煙
や
師
走
空

富
江

城
山
の
輪
郭
し
か
と
師
走
来
る

 

芳
子

ふ
と
ん
干
す
今
宵
の
夢
は
ど
ん
な
夢三

重
子

句
ご
こ
ろ
の
に
ぶ
く
な
り
た
る
し
わ
す
句
座

素
女

開
戦
日
思
い
出
さ
せ
る
十
二
月

け
さ

小
春
日
や
野
山
眩
し
く
チ
ャ
イ
ム
鳴
る君

子

冬
日
和
稲
荷
の
祠
新
築
す

敏
子

思
ひ
あ
ぐ
ね
思
ひ
出
し
て
は
書
く
日
記

失
せ
継
ぎ
て
ゆ
く
細
胞
か
こ
れ青

木　

ソ
メ

レ
シ
ピ
に
は
ラ
イ
ス
ケ
ー
キ
と
名
の
あ
れ
ど

母
の
作
り
し
焼
き
餅
の
味

明　

日　

香

子
ら
走
り
歓
声
湧
き
て
ビ
デ
オ
ま
は
り

時
の
移
ろ
ひ
思
ふ
秋
空

藤
原　

公
子

幼
児
向
け
の
ア
ニ
メ
の
中
に
も
戦
争
の

悲
惨
さ
知
ら
す
戦
後
七
十
年

荻
原　

富
江

無
花
果
の
花
を
見
ず
し
て
実
を
結む

す

ぶ

一
人
居
の
我
の
生く

ら
し活

せ
つ
な
し小

池
み
づ
ほ

安
堵
感
胸
に
納
め
て
台
風
の

過
ぎ
た
る
そ
の
後
テ
レ
ビ
に
追
へ
り

小
林
阿
弥
子

く
れ
な
ゐ
の
色
際
立
ち
て
ゆ
さ
ゆ
さ
と

百さ
る
す
べ
り

日
紅
揺
れ
盆
会
の
近
し

菅
谷
千
恵
子

早
ば
や
と
瓜
は
黄
ば
み
て
葉
を
落
と
し

猛
暑
の
夏
に
白
旗
上
ぐ
る

東　

曙　

美

投
稿　

短
歌

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

　

皆
さ
ん
か
ら
の
写
真
や
楽
し
い

皆
さ
ん
か
ら
の
写
真
や
楽
し
い

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
記

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
記

入
を
忘
れ
ず
に
役
場
企
画
課
広
報

入
を
忘
れ
ず
に
役
場
企
画
課
広
報

統
計
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

統
計
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
（

メ
ー
ル
（info@

tow
n.higashia

info@
tow
n.higashia

gatsum
a.gunm

a.jp
gatsum

a.gunm
a.jp

）
で
も
受
け

）
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

付
け
ま
す
。

叙位 従六位を伝達
　　元吾妻町議会議員 故水出政治郎様は、吾妻町議会議員とし
て昭和 46年以来５期 20年、その間には同議会議長としても通
算３期６年にわたり在職し、旧吾妻町の発展に多大のご貢献を
なさいました。
　その永年にわたる地方自治に対するご功績が認められ、平成
６年には、勲五等瑞宝章を受章、そしてこの度、従六位が授与
され、中澤町長により伝達が行われました。

群馬県最低賃金（産業別）
平成 27年 12 月 26 日改正発効

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】
１時間 828 円→１時間 841円　

【一般機械器具製造業最低賃金】
１時間 817 円→１時間 830円　

【電気機械器具製造業最低賃金】
１時間 815 円→１時間 829円　

【輸送用機械器具製造業最低賃金】
１時間 817 円→１時間 830円　

みんなの広場みんなの広場  ～投稿コーナー～～投稿コーナー～
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おすすめ健康料理レシピ○118

『アップルパン』『アップルパン』
1 個分の栄養価　エネルギー 173kcal　たんぱく質 2.3 ｇ　脂質 7.5 ｇ　カルシウム 16mg　食塩 0.1 ｇ

東吾妻町新名物料理コンテスト東吾妻町長賞作品

毎月１９日は　家族でいただきますの日
家族で食卓を囲んでいますか？食卓は豊かな心と体をはぐくみます～群馬の食育～

まちの人口
～平成 27 年 12 月１日現在～

　●男 7,200 人

 前月比 （－ 5 人）

 ●女 7,690 人

 前月比 （－ 1 人）

 ●人口 14,890 人

 前月比 （－ 6 人）

 ●世帯数 5,696 世帯

 前月比 （＋ 5 世帯）

この広報紙は再生紙を使用しています。

1 月分の納期限は 2 月１日です1 月分の納期限は 2 月１日です

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ●
固定資産税 ○ ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
長寿（後期高齢者）医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
水道料等（上水道・下水道） ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等（簡易水道・下水道） ○ ○ ○ ○ ● ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
ケーブルテレビ使用料（東地区） ○ ○ ○

サ
ークル・クラブの紹介をしませんか？町民が活動を行っている団体を紹介します。皆さんの活動の輪を広げていただくため、そ

の様子を紹介する文章と写真を団体の皆さんから募集します！掲載内容の例は【①団体名、②活動日時、③活動場所、④活動内

容（メッセージ）⑤連絡先、⑥写真】等です。申し込みを希望される団体などは役場企画課広報統計係（内線 223）までご連絡ください。

※営利や宗教・政治・選挙を目的とするような誤解を生じるおそれのあるものなどは掲載できません。

－材料（16 個分）－　

りんご…………………………………………600gりんご…………………………………………600g

サラダ油…………………………1/2 カップ（80g）サラダ油…………………………1/2 カップ（80g）

砂 糖 ……………………………………………80g砂 糖 ……………………………………………80g

卵…………………………………………………２個卵…………………………………………………２個

地 粉 ……………………………………………160g地 粉 ……………………………………………160g

米粉………………………………………………80g米粉………………………………………………80g

シナモン……………………………小さじ２（4g）シナモン……………………………小さじ２（4g）

塩…………………………………………ひとつまみ塩…………………………………………ひとつまみ

重曹…………………………………………小さじ 1重曹…………………………………………小さじ 1

ホイップクリーム………………………………適宜ホイップクリーム………………………………適宜

飾り用りんご…………………………………少々飾り用りんご…………………………………少々

●作り方
①りんごは皮をむいて 8 つ切りにし、5 ㎜厚さの①りんごは皮をむいて 8 つ切りにし、5 ㎜厚さの

　いちょう切りにします。　いちょう切りにします。

②カッコ A、カッコ B の材料をそれぞれよく混ぜ②カッコ A、カッコ B の材料をそれぞれよく混ぜ

　てから、合わせて混ぜます。①のりんごを加えさっ　てから、合わせて混ぜます。①のりんごを加えさっ

　くり混ぜます。　くり混ぜます。

③ 25 ㎝× 25 ㎝の形またはバットにオーブンシー③ 25 ㎝× 25 ㎝の形またはバットにオーブンシー

　トを敷き、②を入れて平らにならします。　トを敷き、②を入れて平らにならします。

④ 180℃のオーブンで 1 時間焼きます。④ 180℃のオーブンで 1 時間焼きます。

⑤冷めてから四角く切り分けます。ホイップクリー⑤冷めてから四角く切り分けます。ホイップクリー

　ムに砂糖少々を加えて泡立て、飾ります。お好み　ムに砂糖少々を加えて泡立て、飾ります。お好み

　でリンゴを飾って完成です。　でリンゴを飾って完成です。

りんごをたっぷり入れて砂糖を控え

めにしました。米粉と地粉を使うので、

もっちり仕上がります。

ＡＡ

ＢＢ
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